
第Ⅱ部　川上小学校の “給食教育 ”で子どもたちは何を学んだのか第６章　川上小学校の給食の変遷――地域に根ざした米飯給食として著名な存在

※ 1932年文部省訓令「学校給食臨時施設方法」
による、欠食・栄養不良児給食が1935 ～ 39
年に実施される。（但し、1937年は記載なし）

※ 1940 ～ 1946年まで戦争困窮のため給食が
なかった可能性が高い。

1939年までに
冬期・母親ら

1960～1961年
話し合い 話し合い

1954年
学校給食法成立

1949年～
専任、通年

戦前戦後
味噌汁給食期

弁当米飯給食期
（場所：教室）

卒業生６名

話し合い話し合い
1976年

1973年1983年? 給食調理員　安達幸子さん　　

1976年1984年 用務員兼調理員　福井芳子さん　　

1970年1978年 教頭　渋谷忠男先生

1975年1981年 教諭　大場耕作先生

1961年　
パン給食問題浮上

弁当米飯持参による米飯給食実施

1970年7月、8月、10月
第一次川上地域生活実態調査運動を実施

（地域住民、保護者、児童を対象としている）

1975年
川上小児童の生活・
健康調査を実施

1973年　
教育計画「地域にねざした
教育」が策定・配布される

1976年
夏休み中に保護者が

協力して食堂を完成させる

図6-1　川上小学校給食の実践期の変遷
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自校炊飯米飯給食による
川上給食教育期

（場所：木造手作り食堂）

自校炊飯
米飯給食期

（場所：RC食堂）

1987年

1977年児童対象
給食アンケート実施

1988年度～
校舎建て替えにより、

食堂を含めた校舎全体が
木造ではなくなる

1978年9月(青年)、11月(児童)
第二次川上地域生活実態調査運動を実施
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